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化学的合成品である合成着色料の主たる食用タール色
素はタール色素12品目とそのアルミニウムレーキ8品目
が食品衛生法施行規則別表第2の食品添加物として指定
されており，その販売などに当たって製品検査が必要と
され，検定に合格した検体の申請数量のみが販売されて
いる．
わが国における食用タール色素の製品検査は，未だ，

大阪支所食品試験部で行っており，食用タール色素の申
請数量により，検定に合格した食用タール色素の製造量
が把握できる．
各保健所からの申請手続き回数及び申請件数はTable.

1に示したように，斬時減少傾向で 1～ 4）14年度（F. Y.
2002）52回及び157件に減少した．
平成14年度（F. Y. 2002）に申請された検体数の内訳

は，食用赤色 2号（R－2），6件；食用赤色 3号（R－3），
14件；食用赤色 40号（R－40），6件；食用赤色 102号
（R－102），22件；食用赤色104号（R－104），1件；食用
赤色 105号（R－105），1件；食用赤色 106号（R－106），
10件；食用黄色4号（Y－4），39件；食用黄色5号（Y－5），
20件；食用青色1号（B－1），20件；食用青色2号（B－2），
3件；食用赤色 3号アルミニウムレーキ（R －3Al），1
件；食用赤色 40号アルミニウムレーキ（R －40Al），1

件；食用黄色4号アルミニウムレーキ（Y－4Al），4件；
食用黄色5号アルミニウムレーキ（Y－5Al），4件；食用
青色1号アルミニウムレーキ（B－1Al），5件，計157件
であった．
タール色素及びタール色素レーキは，第7版食品添加

物公定書（JSFA－VII）5）に含量，性状，確認試験，純度
試験［水不溶物，塩化物及び硫酸塩，ヨウ化物，臭化物，
重金属，ヒ素，バリウム，他の色素（ろ紙クロマトグラ
フィーによる），副成色素，未反応原料及び反応中間体
〔高速液体クロマトグラフィー（HPLC）による〕及び
乾燥減量の規格値が設定されているが，試験した検体は
全て合格であった．しかし，Y－4の39検体のうち1検体
が塩化物及び硫酸塩において規格上限値に近い結果を示
した．平成 14年度（F. Y. 2002）に申請され合格した
157検体について，各色素毎に月別及び製造者別の製造
量統計を作成した．各色素の月別製造量をTable.2に，
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Table.1 Application number according to prefecture on the 

official inspections of tar colors
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製造者別製造量をTable.3に示した．
総量は平成13年度（F. Y. 2001）134.8トンから平成14

年度（F. Y. 2002）113.6トンに減少した．
各色素別では製造量の多いものからY－4，R－102，Y－

5，R－3，B－1であり，ここ数年変化していなかった．
平成13年度（F. Y. 2001）製造されていなかったR－40Al
が製造され，ここ毎年少量ではあるが製造されていた食
用青色 2号アルミニウムレーキ（B-2Al）が製造されな
かった．また平成8年度（F. Y. 1996）製造 6）以来5年ぶ
りに製造された食用緑色3号（G－3）も平成14年度（F.
Y. 2002）は製造されなかった．さらに，ここ12年間製
造されなかった 4）食用赤色2号アルミニウムレーキ（R－
2Al）及び食用緑色3号アルミニウムレーキ（G－3Al）も
また製造されなかった．
色素別製造量は，第1位のY－4が59.1トン（色素別比

率 43.9％）から 48.2トン（42.5％），第 2位のR－102も
29.8トン（22.1％）から 24.2トン（21.3％）と減少し，
第 3位の Y － 5は 16 .1トン（12 .0％）から 20 .0トン
（17.6％）と僅かながら増加した．上位 5色素の順位は
変化せず，それらの製造量合計は 101.6トンであり，総
製造量の89.4％であった.
製造者別では平成13年度（F. Y. 2002）製造量が多か

ったB社が平成14年度（F. Y. 2002）は2位となり，製
造量の多い順にA，B，C，D，E社であり，I社は製造

しなかった．したがって申請製造者は平成 14年度（F.
Y. 2002）は8社であった．
製造者別製造量は，A社が 41.9トン（製造者別比率

36.9％）とここ数年横ばいであったが，B社は12.5トン
減少の 35.6トン（31.4％）であり，C社は 19.7トン
（17.3％）とほぼ横ばいであり，D社は 7.5トン減少の

8.1トン（7.1％）であった．
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